
島
根
・出
雲
国
府
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
松
江
市
大
草
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１２
）
五
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
根
県
教
育
庁
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
角
田
徳
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
国
府
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代

。
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
雲
国
府
跡
は
、　
一
九
六
人
ｔ
七
〇
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
そ
の
所
在
地
が

明
ら
か
に
な
っ
た
遺
跡
で

（本
誌
第

一
一
二
一〇
号
）、　
一
九
九
九
年
か
ら
遺
跡

の
範
囲

。
構
造
の
確
認
の
た
め

再
び
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

調
査
地
は
史
跡
公
園
出
雲
国
庁

跡
の
北
側
で
、
大
型
建
物
跡
三

棟
、
掘
立
柱
建
物
跡
三
棟
、
祭

祀
遺
構
、
溝
な
ど
を
確
認
し
た
。

大
型
建
物
跡
は
い
ず
れ
も
東

西
方
向
に
主
軸
を
と
り
、
長
さ

二
五
生

〓
盆

幅

一
〇
―

一

一
ｍ
ほ
ど
の
二
間
×
五
間
の
建
物
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
を
後
に
礎
石
建
物
に

建
て
替
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、　
一
号
建
物
跡
と
四
号
建
物
跡
は
廂
付
き
で
、

両
者
が
東
西
に
並
び
立
つ
よ
う
な
配
置
を
と
つ
て
い
る
。
ま
た
、
四
号
建
物
跡

で
は
建
て
替
え
前
に
使
わ
れ
た
径
四
〇
ｃｍ
の
ク
リ
材
の
柱
根
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
建
物
跡
は
、
出
土
し
た
遺
物
か
ら
八
世
紀
末
に
営
ま
れ
、　
一
〇
世
紀

前
半
に
は
廃
絶
し
た
と
思
わ
れ
る
。

掘
立
柱
建
物
跡
は
大
型
建
物
跡
と
は
異
な
り
、
い
ず
れ
も
主
軸
を
南
北
に
と

る
。
遺
構
の
重
複
関
係
か
ら
大
型
建
物
跡
に
先
行
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、

時
期
は
八
世
紀
前
半
か
ら
後
半
と
推
定
さ
れ
る
。

四
号
建
物
跡
の
西
側
で
は
、　
一
辺
三

・
四
ｍ
深
さ

一
ｍ
あ
ま
り
の
土
坑
が
確

認
さ
れ
た
。
掘
削
が
砂
層
に
達
し
て
い
る
た
め
湧
水
が
あ
り
、
底
面
に
は
円
礫

が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
上
で
は
鹿
の
頭
骨

・
刀
形
代

・
曲
物

。
か

ご

・
斎
串

・
須
恵
器
な
ど
が
ま
と
ま
つ
て
出
土
し
た
。
形
代
や
斎
串
と
い
っ
た

祭
祀
遺
物
が
あ
り
、
何
ら
か
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
須

恵
器
の
中
に
は

「郡
」
「井
」
と
墨
書
さ
れ
た
も
の
も
認
め
ら
れ
た
ほ
か
、
ブ

ド
ウ

。
モ
モ

・
イ
ネ

・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

・
ウ
リ
な
ど
の
植
物
遺
体
も
確
認
さ
れ
た
。

土
抗
を
埋
め
た
土
か
ら
は

「意
宇
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
も
出
土
し
た
。
時

期
は
、
遺
構
の
重
複
関
係
か
ら
三
号
大
型
建
物
跡
に
先
行
し
、
出
土
し
た
須
恵

器
か
ら
み
る
と
人
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
号
建
物
跡
の
東
側
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
群
を
取
り
囲
む
も
の
と
想
定
さ

れ
る
南
北
方
向
に
伸
び
る
四
号
溝
が
あ
る
。
幅
三
―
四
ｍ
深
さ
○

・
七
ｍ
で
、

(松 江)
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こ
の
埋
土
を
掘
り
込
ん
で
四
号
大
型
建
物
跡

。
礎
石
段
階
の
廂
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
溝
の
中
か
ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
「館
」
「介
」
な
ど
と

書
か
れ
た
墨
書
土
器
、
文
書
箱
蓋
が
出
土
し
た
ほ
か
、
輔
羽
口

・
鍛
冶
津

。
対

渦
な
ど
金
属
器
生
産
、
筋
砥
石

・
碧
玉

・
水
晶
な
ど
の
玉
生
産
、
樺
皮

・
漆
付

須
恵
器
な
ど
木
器
生
産
に
関
わ
る
遺
物
も
出
土
し
た
。
遺
構
は
確
認
で
き
て
い

な
い
が
、
付
近
に
官
衛
に
伴
う
工
房
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
祭
祀
土
坑
の
上
に
堆
積
し
た
粘
質
土
、
お
よ
び
四
号
溝
埋
土
の
下
層

か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

祭
祀
土
坑

ω
　
。
「日
□
　
　
　
□
東
殿
出
雲
積
大
山
　
□
□
　
伊
福
部
大
□

Ｌ
□
□
　
□

口
　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
（りヽ
卜て
（こ
透

ｏ餡

建
部
上
力
〕

□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞ｏて
（こ

溢

ｏ解

③
　
・
蘇
□
□

・
□
□
日
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（解じ

Ｘ
こ

遜

ｏ解

〔
一
イカ
〕

い

　

「□
　
　
　
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ΦΦて
０
溢

ｏ留

(5)

□ □

□

□

０

　

口

　

　

回

　

□
□
　
　
団

□
頁
□
頁
」
　

　

　

（∞じ

添
侵
埓

ｏ３

四
号
溝

０

　

回

　

　

　

□
　
　
□

□
　
□
　
　
　
　
　
　
（Ｐこ

Ｘ
じ

添

ｏ解

〔崎
力
〕

①
は
文
書
木
簡
で
あ
る
。
先
端
は
山
形
に
加
工
さ
れ
て
お
り
、
下
端
と
右
辺

を
欠
損
し
て
い
る
が
、
現
状
で
長
さ
五
四

。
四
伽
と
非
常
に
長
い
。
両
面
に
墨

書
が
あ
る
が
、
判
読
で
き
る
の
は
表
面
の
み
で
、
建
物
名

。
人
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
②
は
左
辺
と
両
端
が
欠
損
す
る
小
片
で
、
片
面
に
墨
書
が
あ
る
。
０
は

両
面
に
墨
書
が
あ
り
、
片
面
の
一
部
が
僅
か
に
判
読
で
き
る
。
下
端
に
は
切
断

痕
が
あ
り
、
折
ら
れ
て
い
る
。
い
は
両
側
面
が
欠
損
し
、
下
端
は
二
次
的
に
整

形
さ
れ
て
お
り
、
墨
書
が
削
ら
れ
て
い
る
。
０
は
上
端
に
切
断
痕
が
あ
る
が
、

他
は
欠
損
し
て
い
る
。
両
面
に
墨
書
が
あ
り
、
裏
面
に
は
ハ
ギ
ト
リ
状
の
削
り

が
見
ら
れ
る
。
①
は
木
製
品
の
表
に
墨
書
が
あ
り
、
三
行
の
う
ち
中
央
の
行
の

文
字
が
反
対
方
向
か
ら
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
習
書
さ
れ
た
も
の
と
見

Ｇ

じ

×

含

じ

×

∞
　

ｏ
盟



(写真は赤外線デジタルカメライこよる)

ど
ん
ｒ
マ
と

“
―
ｌ
ｋ

望
が
纂

夢

，ぢ
♂窮
赤
脚

了

ヽ

伊
嘱
劾
破

ド

ヤ



ら
れ
る
。
⑦
は
表
に
二
行
分
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
が
、
ハ
ギ
ト
リ
状
の
削
り
に

よ
り
充
分
に
文
字
が
判
読
で
き
な
い
。
右
側
面
以
外
は
欠
損
す
る
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏

・
馬
場
基

氏
、
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
の
平
石
充
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。

（角
田
徳
幸
）

，
　

　

②

(5)
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(7)     (7)
(写真は赤,惚デジタルカメラによる)

か
わ
い
り
　
　
な
か
な
つ
か
わ

岡
山
・川
入

。
中
撫
川
遺
跡

所
在
地
　
　
　
岡
山
市
中
撫
川
字
舟
橋

調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
六
月
１
二
〇
〇

一
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
岡
山
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一局
橋
伸
二

・
河
田
健
司

・
安
川
　
満

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

川
入

・
中
撫
川
遺
跡
は
足
守
川
流
域
の
沖
積
平
野
左
岸
に
立
地
す
る
。
か
つ

て
足
守
川
が

「吉
備
穴
海
」
に
そ
そ
い
だ
河
口
付
近
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
築
地
状

遺
構
が
検
出
さ
れ
、
平
城
宮
式

瓦
が
出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
今

回
の
調
査
で
も
飛
鳥
―
奈
良
時

代
の
建
物
群
や
奥
山
久
米
寺
式

の
軒
九
瓦
が
出
土
す
る
な
ど
、

立
地
を
含
め
、
古
代
の
港
湾
的

施
設
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

(岡 山南部)




